
加茂信用金庫と新潟経営大学
包括連携協定締結

平成29年5月15日に新潟経営大学と加茂信用金庫は、地域活性化に向けた

包括連携協定を締結しました。特殊講義「地域と観光」は、本連携にもとづく地

域貢献活動の一環として実現したものです。

豊富な経験と実績を持つ特別客員教授と観光経営学部の実務家出身教授

障がリレー形式で講義します。

受講のお申込み・お問い合わせは

新潟経営大学総務係まで

お電話または電子メールでお願いします
田宮it:盟国

首旬..... 聖マ，輔副》

E・1""-'温出向=-=-庫署_0256-53・3000
it141ko同 d川 .niigataumk.jpmmuzm
※メールにてお申し込みの際は、
①講座名②受講者氏名③電話番号④お住まいの市町村を明記願います。

本講座は、新潟県教育委員会が主催するφいきいき県民カレッジ登録講座
に登録されています。。マクのついた講座を受講すると、「いきいき県民カレッジ」の単位に
認定されます。関心のある講座を選んで受講できますが、連続して受講いただ

ければより理解が深まります。

受講料:無料

定 員:各国48名 (講座には、新潟経営大字観光経営学部生が通常牒として同席します)
(開催日によって変わる場合がありますのでご注意ください。)

| アクセス

新潟経営大学キャンパス
干959・1321 新潟県加茂市希望ヶ丘2909・2

。開講日はJR加茂駅よりスクール

パスを運行します。

O車をご利用の方は、国道403号
線よりお越しください。
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講義を先取り

地方に行くと、観光のスタイルが激変しているととがわかる。

山村の小さな農家の民泊に、全国各地から人が来ていたり、郊

外の民家を改装したレストランに多数の来客があったり、漁村

に修学旅行生が来ていたり

これまで観光地でもなかったところに、人がやってきている。

あきらかに観光客の流れが変化をしている。

農水省の統計では、農家民宿の数は、 2005年の1.492軒

かう2010年には2，006軒に増加。宿泊者数は2009年848

万人になっているという。

一方、観光客で海外から日本に訪れる外国人客が増えてい

る。2000年に476万人だったものが、 2015年は1974万

人にもなっている。しかも団体客から、ア割以上が個人客と

左よっているという。

特に注目されるのは、ゲストハウス。都内では稼働率90パー

セント。民家、倉庫、料亭芯ど、さまざま芯古い建物がリノベー

ションされて使われている。食、イベン卜を連携させて、地域全

体で人を呼13¥形になっていて、全国に広がりつつある。専用サイ

トもできている。

実際、全国を巡っていると、多くの海外客に出会う。

最近増えているのは、地方の直売所への韓国客の増加。聞け

ば、韓国政府も日本と同様に、農産物を加工から販売まで手掛け

る6次産業に予算を投入しているととから、視察が急増をして

いるのだという。

こんな中、農村への海外観光客誘致が注目を集めている。とい

うのは、海外の人たちが日本らしい文化、風景、日本食、震村体

験、ツーリング芯どに興昧を持つ人たちが増えているからだ。

一方、圏内の人口は激減し始め、高齢化比率が高まっている。

同時に、圏内の団体客誘致をしてきた温泉街の大型ホテル 宴

会場付きといった客は激減している。

今後の動向を考えると、圏内での観光客が増えることはない。

逆に、海外の、とりわけアジア圏の観光客の来客増加と経済効果

が注目されている。それも震村部、とれまで観光客が来なかった

よう芯ととろに注目が集まっている。

今後の日本の観光、地方の経済を考えるとき、インパウンド

c毎外客誘致)は不可欠の要素。それも農村部、地方への観光は、
大いに可能性があり、実際に海外客を引き寄せている。それは圏

内観光客にもいえることだ。

。 いきいき県民カレッジ登録講座公開講座

平成29年6月2S日(日)-7月30日(日)
全6田(土日開講) 13:00-16:10 
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